
　モルックは、年齢や経験を問わず楽しめる手軽
さと奥深い戦略性を兼ね備え、競技を超えた交流
を促す魅力的なスポーツです。今回の舞鶴市長杯
の初開催を契機に、来秋に行われる日本モルック
協会の「モルック日本大会」舞鶴開催に向け、こ
のモルック熱をさらに高め、誰もが生涯スポーツ
に親しめる環境づくりに取り組んでいきます。

　京都舞鶴港は、京都府で唯一の国際貿易港で
す。総会では、港の機能強化に向けた取り組みや、
国内外の物流・人流拠点としての活用を促進する
ための具体的な計画について議論が交わされまし
た。舞鶴市は地域経済の発展に向けて、関係機関
と連携しな
がら、港の
さらなる活
用と機能強
化に全力で
取り組んで
いきます。
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舞鶴市長杯
舞鶴モルック選手権大会

京都舞鶴港
振興促進協議会総会

■記念すべき第1回開催

■港の未来を拓
ひら

く、重要な一歩
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TOPICS 1

市長からのメッセージ

　朝晩の冷え込みに
冬の

足音が感じられる時
期とな

りました。この秋は、記念式典やスポーツ・

文化活動などが活発に行われています。

　古くから舞鶴市を支えているもの、新

たな動きを見せているもの。これらはす

べて「人の力」によって動いています。

市政の話題を紹介
！

　第4術科学校は、昭和50年の開校以来、経理、
補給、給養（食事）、監理に関する専門的な教育
訓練を行う全国で唯一の教育機関として、海上自
衛隊の活動の根幹を支える数多くの優れた人材を
育成してこられました。今後も「海自カレー」な
ど食の分野を
はじめ、海上
自衛隊との連
携によるまち
の活性化に取
り組んでいき
ます。

海上自衛隊第4術科学校
開校50周年記念式典

■海上自衛隊との共存のまちづくりを
10

４
TOPICS 2

舞鶴支援学校行永分校からの
市長インタビュー

■記者になり、市長へ取材
10

６
TOPICS 3

　舞鶴支援学校行永分校では、生徒たちが舞鶴市
について知り、社会の仕組みや働くことの意義を
考えることを目的に、市内で働く人へインタビュー
をしています。今回、中学部の生徒4人が「行永
報道局」の記者として市長のもとを訪問。事前に
用意した質問を自分の言葉やタブレットを用いて、
熱心に市長に投げかけました。取材内容は後日「ゆ
きぶん新聞」としてまとめられる予定です。

10
15

TOPICS 4
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険

制
度
の
事
業
計
画
の
進
行
管
理
と
策
定

な
ど
に
つ
い
て
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

調
査
・
審
議
す
る「
舞
鶴
市
長
寿
社
会
プ

ラ
ン
推
進
会
議
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】11
月
12
日
㈬
ま
で

　

募
集
内
容
な
ど
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・

１
０
１
３
）へ
。

　

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

で
す
。
ま
た
、11
月
12
日
㈬
〜
25
日
㈫
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

と「
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
啓

発
期
間
」で
す
。
家
庭
内
の
問
題
と
し
て

と
ど
め
ず
、一
人
で
悩
ま
ず
に
、困
っ
た

と
き
は
各
相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

⛋
相
談
窓
口

❖
子
育
て
・
児
童
虐
待
・
非
行
に
関
す

る
相
談
窓
口
…
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
☎
66
・
2
1
2
0
）

❖
D
V
な
ど
日
々
の
悩
み
に
関
す
る
相

長
寿
社
会
プ
ラ
ン
推
進
会
議
委
員

を
募
集

談
窓
口
…
女
性
の
た
め
の
相
談
室（
☎

65
・
０
０
５
６
）

⛋
ダ
ブ
ル
リ
ボ
ン（
パ
ー
プ
ル
＆
オ
レ
ン

ジ
）運
動

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
シ
ン
ボ

ル「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」と
児
童
虐
待
防

止
の
シ
ン
ボ
ル「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」に

ち
な
ん
だ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
30
日
㈰
ま
で
の
日
没
〜
20

時【
場
所
】赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
、田
辺
城
城
門

⛋
D
V
防
止
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】11
月
23
日
㈷
10
時
〜
12
時 

【
場
所
】フ
レ
ア
ス
舞
鶴 

【
内
容
】D
V
の
実
情
を
知
り
、大
切
な
人

の
守
り
方
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
向
き
合

い
方
を
考
え
る

【
定
員
】先
着
20
人 

【
申
し
込
み
方
法
】11
月
19
日
㈬
ま
で
に

電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
人
権
啓

発
推
進
課
へ
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
人
権
啓
発
推
進
課（
☎

66
・
１
０
２
２
）へ
。

　

先
の
大
戦
の
戦
没
者
を
追
悼
し
、戦
没

者
の
冥
福
を
祈
り
、世
界
の
恒
久
平
和
を

願
う「
舞
鶴
市
戦
没
者
追
悼
式
」を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
６
日
㈯
10
時
〜
12
時
15
分

【
場
所
】総
合
文
化
会
館

【
内
容
】遺
族
代
表
に
よ
る
追
悼
の
辞
や

参
列
者
に
よ
る
献
花
の
ほ
か
、戦
後
80
年

企
画
と
し
て
、史
実
を
学
び
、平
和
を
次

世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の
講
演
と
、遺
族

代
表
・
引
揚
記
念
館
学
生
語
り
部
に
よ

る
ト
ー
ク
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
☎
66
・
１

０
１
１
）へ
。

　

令
和
７
年
分
年
末
調
整
に
関
す
る
方

法
を
学
ぶ「
年
末
調
整
説
明
会
」を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】11
月
19
日
㈬
13
時
〜
16
時

【
場
所
】商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】市
内
在
住
の
個
人
、法
人
、支
店

法
人
、官
公
庁

【
申
し
込
み
方
法
】前
日
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
舞
鶴
納
税
協
会
へ
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
舞
鶴
納
税
協
会（
☎
75
・

０
７
２
７
）へ
。

11
月
は
児
童
虐
待
・
D
V
防
止
月
間

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

舞
鶴
市
戦
没
者
追
悼
式

　次期総合計画の策定に
向けて市民みんなで 204
0 年の舞鶴の姿を考える

「＃みんなでつくる舞鶴
2040」プロジェクト。その第 2 弾として、2040 年
に残したい・伝えたい秋と冬をテーマにした舞鶴の
風景や食、みんなに伝えたい舞鶴の人の写真を募集
します。

【応募方法】来年 2 月 28 日㈯までに SNS（Instagram、
X、facebook）に投稿か、申し込みフォームで企画

政策課（☎ 66・1042）へ。詳細やこれまでの取り
組みなどは、市ホームページで。右コード
からアクセス可。

秋を代表する金剛院秋を彩る金剛院の紅葉 秋を代表する金剛院冬の味覚 舞鶴かに Ⓡ




